
東北農業研究 (Tohoku Agric Res)45, 47-48(1992)

水 稲 早 生 品 種 「 キ タ オ ウ 」 の 籾 数 予 測

木野田 憲 久・高 城 哲 男 。中 堀 登示光・・浪 岡 実

(青森県農業試験場藤坂支場。
*青
森県農業試験場)

Forecast of Number of Spikelets per Squareヽ 4oter of Early Rice Variety `Kitaou.

NOrihisa KIN(rA, Tetsuo TAKACl,TOshimitsu NAKAHORIt andヽ 4inoru NAM10KΛ

(Fujisaka Branch,Aomori Agricultural Experiment Station・
*Aomori Agricultural Experiment Station)

1 は じ め に

水稲の穂肥は,適正な籾数が確保できるような追肥の時

期,量の決定が必要であり,追肥前の籾数予測はそうした

場合の重要な生育調整のための技術である。1989年に青森

県で奨励品種に採用した早生品種「キタオウ」について19

90年 ,1991年の 2か年にわたり,穂自分化期と幼穂形成期

の草丈,茎数,葉色値,茎葉窒素含有率を説明変数として

籾数予測について検討したので報告する。

2試 験 方 法

0)試験場所 青森農試藤坂の試験圃場
(21 栽植密度 256株/ピ

6)試験区の構成

施肥量

生育量の変異幅を大きくするために,基肥窒素量を02

kg/aか ら1 0kg/aまで,0 2kg/aき ざみで区を設定 し

た。いずれの区も幼穂形成期に0 2kg/aの追肥を行った。

試験区は2区制。

に)調査項目
葉色値は最上位展開葉のフジグリーンメータによる測矧胤

葉色値,茎葉窒素含有率 (以下N含有率)は 1区 5株で調

査。草丈,茎数,穂数,籾数は,同 -20株の調査による。

3 試験結果及び考察

表 1に 1990年 ,表 2に 1991年の時期別の各形質のデータ

を示した。表 3にはそれらの形質またはそれらの積とピ当

たりの籾数との相関係数を示した。
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表 1 穂首分化期,幼穂形成期の形質と穂数,籾数 (1990年 )

幼 穂 形 成 期穂 首 分 化 期

表 2 穂首分化期,幼穂形成期の形質と穂数,籾数 (1991年 )

穂 首 分 化 期

表 3 ♂当たり籾数と時期別の各形質との相関係数

項  目
時  期 1990(n‐ 8) 1991(n=9)

穂首分化期 幼穂形成期 穂首分化期 幼穂形成期

草丈

茎数

草丈×茎数

葉色値

茎葉 N含有率
茎数×茎葉N含有率
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穂首分化期では,1990年には単独の因子では茎数のみで

有意な相関がみられた。1991年には茎数とN含有率で有意

な相関がみられたが茎数でより高い相関であった。また ,

2か年とも茎数XN含有率,車丈×茎数×N含有率,草丈
×茎数でも有意な相関がみられたものの,いずれも茎数単

独との相関よりも低かった。

幼穂形成期では,単独の因子では草丈と茎数で 2か年と

も有意な相関が認められ,1991年にはこれに加えてN含有

率でも有意な相関がみられたが,いずれの年次においても

茎数との相関が最も高かった。それぞれの因子の積でも有

意な相関がみられたが,1991年の草丈×茎数を除いてはい

ずれも茎数単独の場合よりも低かった。
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図 1 穂首分化期の茎数と籾数

2か年の茎数と籾数のデータを,時期別に図 1と 図 2に

分けて示した。年次をこみにしても,穂首分化期,幼穂形

成期のいずれも01%有意の相関係数が得られ,ピあたり
籾数 (Y)と ♂あたり茎数 (X)か ら
穂首分化期では Y=450X+7540(r=0900**)
幼穂形成期では Y=435X+6650(r=0874漱う
の回帰式が得られた。

このように穂首分化期あるいは幼穂形成期の茎数だけか

ら籾数予測の有意な直線回帰式が得られたが,このことは

茎数がとれにくい「キタオウ」では,こ の時期の茎数の多

少が最終的な穂数,総籾数を強く規制するためと考えられ

る。

以上の結果は,同一回場で幼穂形成期に同じ量の追肥を

行って「キタオウ」を栽培する場合に,あ らかじめ予測を

しようとする圃場で,生育量の異なる株の穂首分化期ある

いは幼穂形成期の茎数と籾数を調査し,それから回帰式を

得ておけば,翌年から籾数の予測が可能なことを示してい

る。ただし,圃場,追肥量,追肥時期が異なる場合には新

たな予測式が必要となる。

4 ま と め

0)圃場,追肥量,追肥時期を同一にして「キタオウ」
のnf当たり籾数と穂首分化期,幼穂形成期の形質について

相関をみたところ,両時期ともご当たり茎数との相関が高

かった。

9)穂首分化期,幼穂形成期の♂当たり茎数は, 2か年
間のデータをこみにしても両時期ともぽ当たり籾数との相

関が高く,こ れに 1次回帰式をあてはめてそれぞれの時期

ごとに予測式を得た。

(31「キタオウ」では,圃場,追肥条件が同一の場合 ,

前年までの穂首分化期あるいは幼穂形成期のnf当たり茎数

のデータから1次回帰を得ておけば,その年の壼当たりの

籾数を予測することが可能と考えられた。
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図 2 幼穂形成期の茎数と籾数
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